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ＩＣＴの活用による行政の礎づくり
　厚生労働省は、国民一人ひとりが、家庭、職場、地域等において、持てる
力を発揮し、ともに支え合いながら、健やかに安心して生涯を送ることがで
きるよう、社会保障・労働政策を通じて、将来にわたる国民生活の質の向上
と社会経済の発展に寄与することをその使命としています。
　一方、行政の推進に当たっては、ＩＣＴ技術が進展する中、情報セキュリ
ティ対策の強化等、着実な取組みが必要とされています。
　厚生労働省では、ＩＴ人材の計画的な確保・育成を図るため「厚生労働省
セキュリティ・ＩＴ人材確保・育成計画書」を策定し、現在、この計画に沿っ
た取組みを実践しており、その一環として、一般職（情報セキュリティ・Ｉ
Ｔ人材）を計画的に採用しています。また、採用後も将来を見据えたキャリ
アパス並びに情報システムの企画・立案、プロジェクト管理等に関するスキ
ルの向上を図っています。
　厚生労働省を志望する皆さん、ＩＣＴを用いた厚生労働行政の礎を我々と
一緒に築きましょう。

　　宮川厚生労働審議官　情報化統括責任者（CIO）・最高情報セキュリティ責任者（CISO）

ＩCＴ等情報技術を活用し、国民生活の質の向上と社会経済の発展に寄与
Mission

業務内容

PMOは省内の情報システムを統括し、デジタル・ガバメントを推進しています。CIO及び副CIOのリーダシップの下、ICTに
関する専門的な知見を有するCIO補佐官からの指導・助言を得ながら、次の業務についてマネジメントを行っています。
◆　ＩＣＴを活用した業務改革の推進のためのリーダーシップ
◆　省内の個々のサービス改革の統括、省内の全体最適化を推進
◆　省内の情報システムに関する予算の要求、執行及び調達の統括
◆　各政策と整合的にＩＣＴをどのように業務に活用していくか等の方針の整備

省内全体のＩＣＴ施策を統括する PMO（省内全体管理組織）

PJMOは厚生労働省が遂行する各種業務に関する情報システムの整備・管理を行っています。主なPJMOには、政策統括官（厚
生労働省 LANシステム）、年金局（公的年金業務）、労働基準局（労働基準行政、労働保険適用徴収、労災保険給付）、職業安定局（職
業紹介、雇用保険給付）等があり、情報システムを活用した行政サービスの効率的・効果的な提供のため次の業務を行っています。
◆　業務・システムの現状分析、見直し、セキュリティ面の検討、予算の要求及び管理
◆　次期システムの設計・開発等に係る要件定義、事業者の選定
◆　プロジェクトの進ちょく管理、品質・コスト・セキュリティ等の管理
◆　運用・保守管理

厚生労働省における主な PJMO（プロジェクト推進組織）

国民サービスや事務の効率化の観点から、システムユーザとして担当業務におけるシステムの利活用を図るとともに、システム
による効率性及び効果等について検証し、より利便性のある機能追加等について提案します。

情報システムを活用する業務部門

採用後の配属先
　採用後、厚生行政、労働行政の各部門（PJMO等）に配属されます。
　その後、所属するPJMOを中心に、PMOや他の PJMOにおける業務を経験します。

主な勤務場所
　厚生行政：中央合同庁舎５号館（霞が関）、日本年金機構（高井戸・三鷹他）
　労働行政：中央合同庁舎５号館（霞が関）、上石神井庁舎、
　　　　　　都道府県労働局・労働基準監督署・ハローワーク



政策統括官付情報システム管理官
（併任 情報システム管理室長）　奥垣　雅章

厚生労働省全体の業務を支える

　政策統括官では、厚生労働省における情報政策の企画
立案に関する業務や情報システムの整備を行っていま
す。
　例えば、大規模な健康・医療・介護の分野を連結した
ＩＣＴインフラに関する検討を行っています。
　また、厚生労働省ホームページや職員が利用する電子
メール・電子掲示板等の整備・運用を行っています。

最も印象深い業務

　厚生労働省では、ＩＣＴを活用する事により、①正確
かつ効率的な社会保障給付の実現、②分野横断的な業務
プロセスの効率化、③国民の利便性向上、④関連データ
の積極的な有効活用などを図るため、厚生労働大臣の下
に、「ＩＣＴ利活用推進本部」を設置するとともに、本
部直属のチームとして、「ＩＣＴ利活用推進チーム」を
立ち上げました。
　「ＩＣＴ利活用推進チーム」のメンバーは、職員公募
により選定し、結果、若手主体のチームが誕生し、検討
結果を取りまとめました。厚生労働省では、現在、その
実現に向けて取り組んでいます。

部下に期待する資質とは

　厚生労働省では、皆さんのようにＩＣＴ分野に強い人
の他、法律や経済に長けた方、医療分野等、様々な分野
の方が採用されて、共に仕事を行っています。
　そのため、多様な価値観があります。
　一般職 ( 電気・電子・情報 ) として採用されても、い
ろいろな職種の方と積極的に交わり、知識・経験を深化
して頂くことを望みます。
　また、職員一人ひとりも多様な価値観を持っているの
で、私自身、職員の考えを尊重いたします。

皆さんへ

　平成 13 年１月に旧厚生省と旧労働省が統合し、厚生
労働省が発足ました。同年に策定した「厚生労働省行政
情報化推進計画」においては、目標として、「行政事務
の情報化の積極的な推進により、省内における事務・事
業の効率化を図るとともに、情報システム等を活用して、
国民等に対する行政サービスの向上、厚生労働省と国民
等の電子的な連携を一層密にする」ことを掲げましたが、
残念ながら、十分には達成していない状況です。
　一方、「ＩＣＴ利活用推進チーム」等、厚生労働省内
で組織等の垣根を超えた取り組みも始まっています。
　時代も平成から令和へと移り変わります。
　若い人々の考えも取り込みながら、職員一丸となりＩ
ＣＴを用いた厚生労働省改革に取り組みましょう。
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年金局　事業企画課システム室
情報企画専門官　野口　直

現在の業務

　公的年金制度では、種々多様な被保険者の記録を管理
し年金の支払いに至るまでの様々な業務運営を社会保険
オンラインシステム（国民年金及び厚生年金保険の被保
険者の適用、各種保険料の徴収、年金給付等の業務シス
テム）を用いて実施しています。
　私は、現在は、年金給付の業務システムについて、国
民サービスの向上や正確で安定的な業務運営など、シス
テムの最適化を目的とした課題に対して日本年金機構の
職員と共に取り組んでいます。

最も印象深い業務

　政府が行政手続きのデジタル化を推進している昨今で
は、単に業務をシステム化するのではなく、業務とシス
テムの両面から最適な姿を考察することが求められま
す。
　システムの利用者である日本年金機構の職員と共に、
業務とシステムに求める要件の見える化やそのための
ユーザーヒアリングを実施する中で、効率的で利便性の
高いシステムを構築するためには、業務内容を正確に
把握し洗い出された課題や要求を如何にしてシステム化
（具体化）するかが、難しくも重要であることを実感し
ています。

大規模プロジェクト参画にやりがい

　社会保険オンラインシステムは、国民の身近な暮らし
を支えるものであり、市区町村や金融機関等の関係機関
も多い、大規模かつ重要なシステムです。
　現在、「社会保険オンラインシステム」を再構築する
プロジェクトを進めています。公的年金業務の将来を担
う大規模なシステム開発のプロジェクトに参画できてい
ることにとてもやりがいを感じながら、一歩一歩着実に
前進させたいと思っています。

皆さんへ

　複雑化した公的年金制度を正確かつ公正に運営するこ
とは厚生労働省と日本年金機構の役割であり、国民生活
の支えとなる年金を正確・確実に支払いするため、安心・
安全なシステムを作り上げること、安定的な運用を行う
ことは私たちの使命です。
　皆さんがお持ちのＩＴの知識や経験をこのようなシス
テム開発やシステム運用の場面で活かしてみませんか。
　システム開発の場面ではＩＴの知識や経験の少ない業
務部門とのコミュニケーションが不可欠となります。皆
さんが持つＩＴスキルに加えて業務の知識やコミュニ
ケーションスキルを磨いていただき、是非、新たな社会
保険オンラインシステムを一緒に作っていきましょう。
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職業安定局　労働市場センター業務室
職業紹介システム係長　榛葉　杏子

現在の業務

　労働市場センター業務室は、全国のハローワークで使
用されている業務システムの運用、開発を担っています。
　私が担当しているのは、多岐にわたるハローワークの
職務のうち、職業紹介にかかるシステムになるので、仕
事をお探しの方をサポートしているという自負を持ちな
がら業務に取り組んでいます。現在は、新しいシステム
のリリースが迫っているため、研修内容の検討や調整、
操作マニュアルなどの作成も行っています。

どう使われるか考える

　システム担当部署に在籍していると、システム更改に
関わるプロジェクトに携わることがあります。そしてシ
ステム更改時には必ずデータ移行作業が発生します。
　データ移行は、システム上の制約（ソフトウェアのバー
ジョンの違いや機器の変更）だけではなく、現行システ
ムで入力されているデータがどのように使われているの
か考慮しなくてはなりません。
　移行作業はシステム更改という大きなプロジェクトの
一部ではありますが、「業務を理解し、次へどう繋げて
いくかを検討する」という基本姿勢を学び、今も大切な
経験となっています。

上司にも気軽に相談できます

　労働市場センター業務室で所管しているシステムはと
ても規模が大きいので、関係する事業者も非常に多くな
ります。職員同士で打ち合わせするよりも関係事業者と
調整している時間の方が長いという独特の雰囲気の職場
です。上司にも気軽に相談することもでき、的確な助言
をしてもらっています。また、若手職員が多く、着任し
たばかりの方もすぐに新しい環境に馴染めているように
感じます。

皆さんへ

　システム化したら便利になって仕事が減る効果が得ら
れるか？というと必ずしもそうとは限りません。業務を
行っている現場において、どのようにシステムが使われ
ているのかを理解していなければ、システム化したこと
で逆に仕事が増えてしまうという事態もあり得るので
す。お金をかけたシステム＝良いシステムではないので、
使いやすいシステムをどうすれば作れるのかを考えられ
る人が求められます。
　厚生労働省の業務は幅広くすぐに理解するのは難しい
ですが、色々な立場の人と積極的に会話し、使う人の助
けになるシステムを一緒に作っていきましょう。
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労働基準局　労災保険業務課
年金業務係　吉田　光希

現在の職務

　仕事中や通勤中にケガ・病気・死亡など被災した際に、
労働者やその遺族に対して必要な保険給付を行う、労災
保険制度があります。
　現在は、その給付事務に関する業務を行っています。
労災保険給付業務において、個人番号を用いることで、
各種手続きにおける提出書類の一部を省略し、受給者の
負担を減らせるよう取り組んでいるところです。

最も印象に残った業務

　今までで一番印象に残っている業務は、全国の都道府
県労働局や労働基準監督署などで利用されているシステ
ムの一大更改に携わったことです。このシステムは中央
省庁のシステムの中でも、とても複雑で規模が大きいも
のです。長い年月をかけて開発された新システムの稼働
直前は、独特の盛り上がり、緊張感、忙しさがあり、貴
重な思い出となりました。

職場の雰囲気

　入省時、私はシステムの知識はあまりなく、何をすれ
ばよいか右も左も分からない状況でした。そんな中優し
く教えてくださる上司に支えられ、数多くのことを学び、
１年目を乗り越えることができました。システムに詳し
い方、経験者の方が即戦力になることはもちろん、未経
験者でも入省後に学んでいくことで、システムの調達業
務、開発業務等において、大いに活躍することができま
す。
　さらに、プライベートでも仲の良い同期たちに囲まれ、
おかげで楽しい社会人生活を歩むことができています。

皆さんへ

　日常生活において様々な電子計算機・アプリケーショ
ンを利用していることかと思いますが、「ここ改善して
欲しいな」と思うことが多々あるでしょう。ここ労災保
険業務課では、より良いシステムを作り上げることで全
国の労働局や監督署の職員の想いを実現することができ
ます。システムを通じた労働行政に貢献してみませんか。
心よりお待ちしております。
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（執務室内にて）



霞が関で一番大きなシステム
　厚生労働省では、年金、ハローワーク、労働基準関係などの大きなシ
ステムを運用しており、厚生労働省のシステム運用経費は、政府全体の
４割近くになります。
　最近では、スマホやタブレット端末が普及し、AIの活用が広がり、ま
もなく５Gサービスも始まる中、国民が紙ではなく電子的に手続を行える
よう、政府全体でデジタルガバメントに向けて取り組んでいます。厚生
労働省が扱う手続は、政府手続の中で最も多く、厚生労働省の果たす役
割は大きなものとなっています。
　また、厚生労働省では、データヘルスを推進し医療や介護の情報化を
進めたり、医療や水道などの重要インフラのセキュリティ対策にも取り組
んでいます。
　私は、これまで、総務省や文部科学省で、情報通信政策や教育の情報
化の仕事をしてきましたが、みなさんが培ってきた電気・電子・情報の
知識を生かして、国民の生活がより便利に豊かになるように、厚生労働
省で一緒に仕事をしていければ嬉しいです。

椿サイバーセキュリティ・情報化審議官
各府省情報化専任審議官（副CIO）・副最高情報セキュリティ責任者（副CISO）

厚
　
生
　
行
　
政

係員 係長級 補佐級 課・室長級

2 ～ 3 年ごとにシステム運用部門、
セキュリティ対策部門、システム
を利用する業務部門を異動し経験
を積みます

入省後すぐに新規採用職員等研修
（厚生労働行政の業務説明や施設等
機関の見学）を 2週間行います。

担当するシステムやセ
キュリティの企画・立
案、予算要求等を担当

課の予算要求・管理、
システムの企画・調整
を担当

本省課・室の業務の総
責任者

（
労
働
基
準
行
政
・
職
業
安
定
行
政
）

労
　
働
　
行
　
政

係員 係長級 補佐級 課長・室長級

2 ～ 3 年ごとにシステム運用部門、
セキュリティ対策部門、システム
を利用する業務部門を異動し経験
を積みます

入省後すぐに新規採用職員等研修
（厚生労働行政の業務説明や労働
基準監督署やハローワークの見学）
を 2週間行います。

全国いずれかの都道府県労働局、
労働基準監督署又はハローワーク
での実地研修により現場を経験し
ます。

担当するシステムや、
セキュリティの企画・
立案、予算要求等を担
当

都道府県労働局への業
務指導、調整などを担
当

課の予算要求・管理、
システムの企画・調整
を担当

都道府県労働局幹部職
員（部長など）として
マネジメント業務に携
わることがあります

本省課・室長又は都道
府県労働局長として課・
室や労働局の業務の総
責任者

　採用後、役職に応じた最新のテクノロジスキル・マネジメントスキルを習得できるよう、IT及び情報セキュリティ関係の
豊富なメニューの研修を受講することができます。
　一例として、平成 31 年度までに独立行政法人情報処理推進機構の整備した共通キャリア・スキルフレームワークのレベル
３に到達できるよう各種研修を計画的に受講することができます。
　また、ITスキル以外にも、語学、広報、統計、危機管理等外部専門家等による、多彩な研修を受講することもできます。

キャリアパス

研　修
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に2019年　採用スケジュール

4/5（金）～ 4/17（水）

6/16（日）

未 定

7/10（水）

7/14（日）、 8/4（日）

7/17（水）～ 8/2（金）

8/20（火）

7/11（木） 9:00 ～

10 月

国家公務員試験　受付期間

第一次試験

厚生労働省　業務説明会

第一次試験　合格発表日

人事院主催　官庁合同業務説明会

第二次試験日（人物試験）

最終合格発表日

官庁訪問

採用内定

（※日程については、決まり次第ホームページへ掲載します。）

問い合わせ先
 ・情報セキュリティ・ＩＴ人材
　政策統括官付参事官（企画調整担当）付
　　統計・情報総務室　人事第一係
　　（内線 7339）

厚生労働省　（代） 03-5253-1111

質問メールの宛先
　厚生労働省一般職採用
　（情報セキュリティ・ＩＴ人材）
　　itjinnzai@mhlw.go.jp


